
(57)【要約】

【目的】  内側筐体を防水、防塵構造にして、エアフィ

ルタやＩＣ基盤などの清掃やメンテナンスをなくしラン

ニングコストの低減を図る。

【構成】  筐体を外側筐体１６と内側筐体１７とから成

る二重構造とし、内側筐体１７の外周に冷却フィン１７

ａ、ｂ、ｃを設けた。そして、冷却フィン１７ａ、ｂ、

ｃを内側筐体１７と外側筐体１６との間に形成された空

間に位置させ、この空間を外部に連通した。これによ

り、発光ダイオード６ａおよび制御用電気部材７から発

生した熱を、内側筐体１７の外周に設けられた冷却フィ

ン１７ａ、ｂ、ｃに伝達して内側筐体１７と外側筐体１

６との間の空間に放熱する。そして、この空間に放熱さ

れた熱を外部に排出して内側筐体１７内の温度上昇を抑

制する。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】表面の開口部がスクリーンで覆われた内側

筐体内に、前記スクリーンに対向して設けられ、複数の

発光ダイオードが取りつけられてなる表示パネルと、前

記内側筐体内の前記表示パネルの後方に設けられ、複数

の発光ダイオードを制御する制御用電気部材と、前記内

側筐体の左右側面、上下面、裏面に形成され、前記内側

筐体内の換気を行う換気口と、前記内側筐体を収納する

外側筐体と、前記内側筐体と前記外側筐体との間に形成

され、外部と連通された空間内に配置され、前記内側筐

体の外周に設けられた冷却フィンとを有するＬＥＤ表示

装置。

【請求項２】前記内側筐体の開口部は前記はスクリーン

で密封状態に覆われたことを特徴とする請求項１記載の

ＬＥＤ表示装置。

【請求項３】前記内側筐体内に設けられ、前記内側筐体

内の空気を強制循環させる熱循環用ファンを有する請求

項１記載のＬＥＤ表示装置。

【請求項４】前記内側筐体内の上部に設けられ、前記内

側筐体内の空気を冷気として下方に向けて排気して前記

内側筐体内の空気を自然循環する熱交換器を有する請求

項１記載のＬＥＤ表示装置。

【請求項５】前記内側筐体内に設けられ、内部を前記内

側筐体と前記外側筐体との間の空間を連通させたダクト

と、このダクトの内部に設けられた冷却フィンとを有す

る請求項１記載のＬＥＤ表示装置。

【請求項６】前記外側筐体の上面はその開口部に向かっ

て上向きのテーパ状に形成されたことを特徴とする請求

項１記載のＬＥＤ表示装置。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】本発明はＬＥＤ表示装置に係り、

特に筐体の表面にスクリーンを設けると共に、多数の発

光ダイオードおよび制御用電気部材を筐体内に設けたＬ

ＥＤ表示装置に関する。

【０００２】

【従来の技術】図６において、全体を１で示すＬＥＤ表

示装置は筐体２を有し、筐体２は建築物の壁３等に埋設

されている。筐体２の表面には筐体２を閉塞するように

スクリーン４が設けられ、筐体２内にはスクリーン４に

平行に表示パネル５が配設されている。表示パネル５の

表面側には、発光ダイオード（以下「ＬＥＤ」と呼す）

６ａが多数並設されたＬＥＤモジュール６が取り付けら

れている。また、筐体２内の裏面には制御用電気部品

７、７が取り付けられている。

【０００３】ＬＥＤモジュール６および制御用電気部品

７はそれぞれ動作保証温度（例えば、０～３５゜Ｃ）が

設定されているので、ＬＥＤモジュール６および制御用

電気部品７、７は動作保証温度以上で長時間使用するこ

とができない。したがって、ＬＥＤモジュール６および

制御用電気部品７を冷却するために、筐体２に吸排気口

を設け、吸排気口を介して筐体２内の空気を排気すると

共に外気を筐体２内に導入する必要がある。

【０００４】しかしながら、前述したようにＬＥＤ表示

装置１が建築物の壁３等に埋設されて、筐体２の上下

面、左右側面および裏面に吸排気口を形成することがで

きない場合、筐体２内の空気を筐体２から排気すると共

に外気を筐体２内に導入して筐体２内の温度を下げるこ

とができない。したがって、ＬＥＤモジュール６および

制御用電気部品７、７の発熱で筐体２内の温度が上昇し

て、ＬＥＤモジュール６および制御用電気部品７の動作

保証温度を越えてしまうという問題がある。

【０００５】この問題を解消するため、筐体２の前面に

設けられたスクリーン４の上部に排気口８を形成し、排

気口８の内側に排気ファン９を設けた。また、スクリー

ン４の下部に吸気口１０を形成し、吸気口１０にはエア

フィルタ１１を設けた。そして、排気ファン９を回転し

て筐体２内の空気を排気口８を介して強制的に排気する

ことにより、吸気口１０およびエアフィルタ１１を介し

て筐体２内にクリーンな外気を導入する。これにより、

筐体２内に熱の流れ１２が生じてＬＥＤモジュール６お

よび制御用電気部品７、７を冷却する。

【０００６】

【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の

冷却方法では、スクリーン４に形成された排気口８に排

気ファン９を設けて筐体２内の空気を強制的に排気し、

かつ、スクリーン４に形成された吸気口１０にエアフィ

ルタ１１を設けてクリーンな空気のみを筐体２内に取り

入れるために筐体２内を防水、防塵構造にすることがで

きないという問題がある。

【０００７】また、エアフィルタ１１の目詰まりを防止

するためにエアフィルタ１１を周期的に清掃する必要が

ある。さらに、ＬＥＤモジュール６および制御用電気部

品７、７のＩＣ基盤やリレーなどに粉塵が付着して短絡

することを防止するために、ＬＥＤ表示装置１による表

示を停止する夜間に、ＩＣ基盤、リレーなどや筐体２の

内部を周期的に清掃し、かつ、メンテナンスを行う必要

がある。このため、ランニングコストが高いという問題

がある。なお、一般にＬＥＤ表示装置１は、見やすくす

るために人間の背丈より高い位置に取り付けられてい

る。したがって、作業台や足場を使用してＬＥＤ表示装

置１の清掃やメンテナンスを行うので清掃やメンテナン

スの作業に危険性が伴うという問題がある。

【０００８】したがって、本発明の目的は上記従来技術

が有する問題を解消し、筐体内を防水、防塵構造にする

と共にランニングコストの低減を図ることができるＬＥ

Ｄ表示装置を提供することにある。

【０００９】

【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため

に、本発明は、表面の開口部がスクリーンで覆われた内

SEC et al. v. MRI 
SEC Exhibit 1016.0002 

IPR2023-00255



側筐体内に、前記スクリーンに対向して設けられ、複数

の発光ダイオードが取りつけられてなる表示パネルと、

前記内側筐体内の前記表示パネルの後方に設けられ、複

数の発光ダイオードを制御する制御用電気部材と、前記

内側筐体の左右側面、上下面、裏面に形成され、前記内

側筐体内の換気を行う換気口と、前記内側筐体を収納す

る外側筐体と、前記内側筐体と前記外側筐体との間に形

成され、外部と連通された空間内に配置され、前記内側

筐体の外周に設けられた冷却フィンとを有する。

【００１０】

【作用】本発明によれば、筐体を外側筐体と内側筐体と

から成る二重構造とし、内側筐体の外周に冷却フィンを

設けた。そして、冷却フィンを内側筐体と外側筐体との

間に形成された空間に位置させ、この空間を外部に連通

した。したがって、発光ダイオードおよび制御用電気部

材から発生した熱を内側筐体の外周に設けられた冷却フ

ィンに伝達し、冷却フィンに伝達した熱を内側筐体と外

側筐体との間の空間に放熱する。そして、内側筐体と外

側筐体との間の空間に放熱された熱を外部に排出して内

側筐体内の温度上昇を抑制する。

【００１１】

【実施例】

実施例１

以下本発明によるＬＥＤ表示装置の実施例を図面を参照

して説明する。なお、図１上で図６と同一類似部材につ

いては同一符号を付して説明を省略する。図１におい

て、全体を符号１５で示したＬＥＤ表示装置は外側筐体

１６および内側筐体１７等を備えている。外側筐体１６

は箱型に形成され、その上辺は表面に向かって上昇する

ようにテーパ状に形成されている。外側筐体１６は建築

物の壁１８等に埋設されている。また、内側筐体１７は

外側筐体１６と同様に箱型に形成され、外側筐体１６内

に収納されている。

【００１２】外側筐体１６および内側筐体１７は表面が

互いに面一になるように配置され、外側筐体１６および

内側筐体１７の表面にはスクリーン１９が設けられてい

る。スクリーン１９の上端部であって外側筐体１６と内

側筐体１７との間には排気口１９ａが形成され、スクリ

ーン１９の下端部であって外側筐体１６と内側筐体１７

との間には吸気口１９ｂが形成されている。これによ

り、外側筐体１６と内側筐体１７との間の空間は排気口

１９ａ、吸気口１９ｂを介して外部と連通され、内側筐

体１７はスクリーン１９で密封される。

【００１３】内側筐体１７の上面にはフィン１７ａ、１

７ａ…が平行に溶着され、内側筐体１７の裏面にはフィ

ン１７ｂ、１７ｂ…が平行に溶着されている。さらに、

内側筐体１７の左右側面にはフィン１７ｃ、１７ｃ…が

平行に溶着されている。フィン１７ａ…、１７ｂ…、１

７ｃ…は外側筐体１６と内側筐体１７との間の空間に位

置する。このフィン１７ａ…、１７ｂ…、１７ｃ…は熱

伝達率のよいアルミ材で形成されている。このように、

内側筐体１７の外周にフィン１７ａ…、１７ｂ…、１７

ｃ…を溶着することにより放熱面積が大きくなるので冷

却効率が向上する。

【００１４】内側筐体１７内にはスクリーン１９に平行

に表示パネル５が配設され、表示パネル５の表面側に

は、ＬＥＤ６ａ、６ａ…が並設されたＬＥＤモジュール

６が取り付けられている。また、内側筐体１７内の裏面

には制御用電気部品７、７が取り付けられている。さら

に、内側筐体１７内の所定の位置には熱循環用ファン２

０、２０、２０が設けられ、熱循環用ファン２０、２

０、２０は内側筐体１７内の空気を矢印２１の方向に強

制的に循環する。前記のように構成されたＬＥＤ表示装

置の実施例１の作用について説明する。まず、熱循環用

ファン２０、２０、２０を作動し、次に、ＬＥＤモジュ

ール６を点灯してＬＥＤ表示装置１で所望の文字等を表

示する。ＬＥＤモジュール６が点灯すると、ＬＥＤモジ

ュール６および制御用電気部品７、７が発熱して内側筐

体１７内の空気温度が上昇する。

【００１５】この場合、温度上昇した空気は矢印２２に

示すように上昇しようとするが、熱循環用ファン２０、

２０、２０が作動して内側筐体１７内の空気を矢印２１

の方向に強制的に循環するので、温度上昇した空気は内

側筐体１７内に略均一に拡散される。したがって、内側

筐体１７内の内部温度が略均一に維持される。このよう

に、内側筐体１７内の内部温度を略均一に維持すること

により、内側筐体１７の内周全域に内側筐体１７内の熱

が略均一に伝達される。これにより、内側筐体１７の内

周の受熱面積と内側筐体１７の外周の放熱面積とがほぼ

同一になるので冷却効率が向上する。

【００１６】そして、内側筐体１７の内周で受熱された

熱は内側筐体１７の外周を介して内側筐体１７の外周に

溶着されたフィン１７ａ…、１７ｂ…、１７ｃ…に伝達

される。フィン１７ａ…、１７ｂ…、１７ｃ…はアルミ

材で形成されているので、熱を効率よくフィン１７ａ

…、１７ｂ…、１７ｃ…の全域に伝達する。フィン１７

ａ…、１７ｂ…、１７ｃ…に伝達された熱は、外側筐体

１６と内側筐体１７との間の空間に放熱され、矢印２３

に示すように外側筐体１６と内側筐体１７との空間を上

昇する。外側筐体１６と内側筐体１７との空間を上昇し

た空気は外側筐体１６のテーパ状の上辺に沿って排気口

１９ａに導かれ、排気口１９ａを介して外部に排気され

る。

【００１７】この場合、内側筐体１７の外周にフィン１

７ａ…、１７ｂ…、１７ｃ…が溶着されているので放熱

面積が大きくなり冷却効率が向上する。一方、外側筐体

１６と内側筐体１７との空間内にはスクリーン１９の下

端部の吸気口１９ｂを介して外部から外気が導入され

る。このように、内側筐体１７内の熱をフィン１７ａ

…、１７ｂ…、１７ｃ…に伝達し、フィン１７ａ…、１
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７ｂ…、１７ｃ…に伝達された熱を排気口１９ａから外

部に排気することにより、内側筐体１７内の温度上昇を

抑制することができる。したがって、ＬＥＤモジュール

６および制御用電気部品７、７を動作保証温度以下の温

度で作動することができる。

【００１８】実施例２

実施例１においては内側筐体１７内に熱循環用ファン２

０…を設けて内側筐体１７内の空気を循環する場合につ

いて説明したが、これに限らず、図３の実施例２のよう

に熱循環用ファン２０…に換えて内側筐体１７内に熱交

換器２５を設けてもよい。以下、実施例２を図３を参照

して説明する。なお、図３上で図１の実施例１と同一類

似部材については同一符号を付して説明を省略する。熱

交換器２５は内側筐体１７内の上面に設けられている。

この熱交換器２５は、内側筐体１７内で矢印２２の方向

に上昇する高温の空気を取り込んで、取り込んだ空気を

冷気２６として内側筐体１７内に下向きに排出する。こ

のように、冷気２６を下向きに排出することにより、内

側筐体１７内の低温の空気が下降すると共に高温の空気

が上昇する自然循環が発生する。これにより、ＬＥＤモ

ジュール６および制御用電気部品７、７の発熱で上昇し

た内側筐体１７内の空気が、実施例１と同様に内側筐体

１７内に略均一に拡散される。

【００１９】ここで、実施例１と同様に熱循環用ファン

２０を設けて、内側筐体１７内の空気を強制的に循環す

ることも考えられるが、熱循環用ファン２０で内側筐体

１７内の空気を強制的に循環すると、熱交換器２５から

排出された冷気２６の流れが妨げられて、内側筐体１７

内に温度の高いエリアと温度の低いエリアができる。し

たがって、熱循環用ファン２０で強制循環しないで前述

したように自然循環にした方が、ＬＥＤモジュール６お

よび制御用電気部品７、７の発熱で上昇した内側筐体１

７内の空気を略均一に拡散することができる。

【００２０】また、ＬＥＤモジュール６の数が多く設け

られた場合、ＬＥＤモジュール６および制御用電気部品

７、７の発熱量が大きくなり、実施例１のようにフィン

１７ａ…、１７ｂ…、１７ｃ…からの放熱だけでは充分

に内側筐体１７内の温度上昇を抑制することができない

場合が考えられる。この場合、熱交換器２５を使用する

ことにより冷却効果を高め、内側筐体１７内の温度上昇

を抑制することができる。

【００２１】実施例３

図４および図５の実施例３は実施例１の内側筐体１７内

にダクト２８を設けたものである。以下、実施例３を図

４および図５を参照して説明する。なお、図４および図

５上で図１および図２の実施例１と同一類似部材につい

ては同一符号を付して説明を省略する。ダクト２８は内

側筐体１７の左右端部に互いに平行に設けられている。

ダクト２８は横断面矩形状の筒型に形成され、ダクト２

８の上端部および下端部はそれぞれ外側筐体１６と内側

筐体１７との間の空間に開口されている。したがって、

ダクト２８内の空間は外側筐体１６と内側筐体１７との

間の空間に連通されている。ダクト２８内には複数枚の

フィン２８ａ…が互いに平行に設けられている。ダクト

２８およびフィン２８ａ…は熱伝達率のよいアルミ材で

形成されている。

【００２２】前記のように構成されたＬＥＤ表示装置の

実施例３の作用について説明する。まず、熱循環用ファ

ン２０…を作動し、次に、ＬＥＤモジュール６を点灯す

る。これにより、ＬＥＤモジュール６および制御用電気

部品７、７が発熱して内側筐体１７内の空気が温度上昇

する。温度上昇した空気は、熱循環用ファン２０…で内

側筐体１７内を矢印２１の方向に強制的に循環され、内

側筐体１７内に略均一に拡散される。これにより、内側

筐体１７の内周全域およびダクト２８、２８の外周全域

に内側筐体１７内の熱が略均一に伝達される。

【００２３】内側筐体１７の内周およびダクト２８の外

周で受熱した熱は内側筐体１７のフィン１７ａ…、１７

ｂ…、１７ｃ…およびダクト２８のフィン２８ａ…に伝

達される。そして、フィン１７ａ…、１７ｂ…、１７ｃ

…に伝達された熱は矢印２３に示すように外側筐体１６

と内側筐体１７との間の空間を上昇してスクリーン１９

の上端部の排気口１９ａを介して外部に排気される。一

方、フィン２８ａ…に伝達された熱はダクト２８内を上

昇して外側筐体１６と内側筐体１７との間の空間に導か

れ、排気口１９ａを介して外部に排気される。このよう

に、ダクト２８を内部筐体１７の左右端部に設け、ダク

ト２８内にフィン２８ａ…を設けることにより、実施例

１の場合より放熱面積を大きくすることができるので、

実施例１の場合より内側筐体１７内の温度上昇を抑制す

ることができる。

【００２４】

【発明の効果】以上の説明から明らかなように、本発明

によるＬＥＤ表示装置によれば、発光ダイオードおよび

制御用電気部材から発生した熱を内側筐体の外周に設け

られた冷却フィンに伝達し、冷却フィンに伝達した熱を

内側筐体と外側筐体との間の空間に放熱する。そして、

内側筐体と外側筐体との間の空間に放熱された熱を外部

に排出して内側筐体内の温度上昇を抑制する。このよう

に、内側筐体内に発生した熱を内側筐体の外周の冷却フ

ィンに伝達して内側筐体と外側筐体との間の空間に放熱

するので、内側筐体を密封状態に維持して防水、防塵構

造にすることができる。また、エアフィルタを使用しな

いのでエアフィルタを周期的に清掃する必要がない。さ

らに、内側筐体内を防水、防塵構造にしたので内側筐体

内に粉塵等が侵入しない。したがって、粉塵付着による

ＩＣ基盤やリレーなどの短絡を防止するための清掃やメ

ンテナンスを除去することができる。このため、ランニ

ングコストの低減を図ることができる。また、粉塵付着

によるＩＣ基盤やリレーなどの短絡を防止するための清
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掃やメンテナンスを除去することができるので、作業台

や足場を使用する危険性を伴う作業をなくすことができ

る。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明による実施例１のＬＥＤ表示装置を示し

た縦断面図。

【図２】図１のＡ－Ａ線に沿った断面を示したＡ－Ａ断

面図。

【図３】本発明による実施例２のＬＥＤ表示装置を示し

た縦断面図。

【図４】本発明による実施例３のＬＥＤ表示装置を示し

た縦断面図。

【図５】図１のＢ－Ｂ線に沿った断面を示したＢ－Ｂ断

面図。

【図６】従来のＬＥＤ表示装置を示した縦断面図。

【符号の説明】

５  表示パネル

６  ＬＥＤモジュール

６ａ  ＬＥＤ（発光ダイオード）

７  制御用電気部品

１５  ＬＥＤ表示装置

１６  外側筐体

１７  内部筐体

１７ａ、ｂ、ｃ、２８ａ  フィン

１９  スクリーン

２０  熱循環用ファン

２５  熱交換器

２８  ダクト

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】 【図５】

【図６】
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